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特定非営利活動法人ピッコラーレ  

 

１ 事業の成果 

  

2020 年 3 月末より 2 ヶ月に渡り実施したクラウドファンディングを経て、同年 6 月より妊婦の受入（宿泊可）を

開始した「ぴさら」（居所のない妊婦のための居場所づくり projectHOMEのHOME第 1号@豊島区）は、その社

会的ニーズの高さから想定以上の稼働率となったが、人員配置等現場で工夫を重ねながら、年間を通して安定的な

運営を行うことができた。また、project HOME の機能の一部として「ピコの保健室」も具体的な実践を開始し、

この 1 年試行錯誤を重ねた。現在は中高生が集まる地域の居場所へ「包括的性教育」の出張講座等を中心に展開し

ている。 

 

3 つの妊娠葛藤相談窓口の相談数は、これまでと比較するとゆるやかな上昇へと変化してきている。一方で、医療

機関や行政窓口へ同行支援を必要とするケースはこの 1 年増加した。より複雑化する支援に対応するため、窓口を

支える体制の見直しを図り、また他民間団体との連携を強化しながら相談者一人ひとりの必要に合わせた支援を続

けることができている。 

 

自主企画の支援者育成研修については、コロナ禍ということもあり、急遽初のオンライン研修へと舵を切ったが、

チームで協力しあい滞りなく開催することができた。この経験により、今後提供できる研修の幅も広がったと感じ

ており、この先の研修事業を検討していく上で大きな収穫となった。また、研修受講者の中から 2020 年度も新た

な相談員がうまれており、採用/人材育成についても順調に進めることができている。 

 

最後に、「にんしん SOS 東京」の相談窓口に寄せられた声を、現場の相談支援員が 1 年半の歳月をかけて整理・

データ化・分析してまとめた「妊娠葛藤白書~にんしん SOS 東京の現場から 2015-2019」が完成した（2021 年 4

月 1日発行）。「妊娠葛藤」の背景にある社会課題を可視化する画期的な書籍となっている。 

 

2021 年度も、相談者の必要に合わせた各活動を着実に行いながら、妊娠葛藤を生み出す社会制度/構造への変革に

向けて、白書等を活用しながら提言/啓発の活動も深化させていきたい。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【66,325,634円】） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（円） 

性の健康や
妊娠・出産
に関する相
談支援事業 

 
 
●妊娠葛藤相談窓口 
の運営 
1.にんしん SOS 東京  
2.にんしん SOS 埼玉  
3.にんしん SOS ちば 
※産む・産まない、 
育てる・育てないに 
かかわらず、にんし
んにまつわる全ての 
「困った」「どうし
よう」に寄り添う 

【相談窓口開設時間】  

1.にんしんSOS東京:365日

16:00〜23:00(電話) 

2.にんしん SOS 埼玉(埼玉

県より受託):365日 

16:00〜23:00 (電話) 

3.にんしん SOS ちば(千葉

県より受託 ): 平日のみ 

20:00〜 23:00(電話) 

※3 つの窓口共通:メールは

24 時間年中無休で受付・

医療機関や行政への同行支

援を必要に応じて実施 

 

メ ー

ル ・ 電

話 ・ 

SNS(tw

itter) に

て 相 談

受付 

同 行 支

援 に つ

い て

は 、 相

談 者 の

方 の 地

域 に ア

約 40

名 

日本 

全国 

・相談人
数2,287人 
・相談延
回
数 :12,070
回 
・同行支
援回数 :90
回 
※いずれ
も 3 つの
窓口の合
計数 

40,430,999 



4.産科等医療機関などへの

同行支援を行う事業(東京

都より受託) 

ウ ト リ

ーチ 

●支援者養成研修 
「思いがけない妊娠 
相談事例から学ぶセ
ミナー(A&B 研修)」
の開催 

A:2020/9/13 

B:2020/10/31&11/1 

A：オン

ライン 

B：とし

ま 区 民

セ 

ン タ ー

(東京) 

約 10

名 

約 10

名 

日本 

全国 

参加人数 
A:75 名 
B:49 名 
 

 
25,894,635 
 

●「妊娠葛藤白書」 
の制作 
(2021 年 4 月 1 日発
行) 

通年 ー 8名 ー ー 

●妊娠葛藤を取り巻 
く課題を啓発するた 
めの講演活動 

依頼に応じて 

本 年 度

は オ ン

ラ イ ン

を 中 心

に゙講演 

約 10

名 

日本 

全国 
約3,000人 

青少 年や 母
子 の健 康推 
進に 関す る
啓 発普 及や 
それ に関 連
す る事 業 

●居所のない妊婦の 
ための居場所づくり 
「project HOME」 
※2021年 6月より受
入開始 

通年 豊島区 
約 25

名 

日本 

全国 

13人 
宿 泊 数 : 
158日 
DAY 利用
19日 

●ピコの保健室 
今年度は、主に中高
大学生を対象とした 
包括的性教育の実践 
1.来所型 
2.出張型 
3オンライン型 

【ピコの保健室】 

1.来所型(週 3回程開設) 

2.出張型 

- 他機関（学校・他

団体・10 代のため

の施設等）と連携

し、出張保健室や

意見交換会等を開

催(26回) 

- 包括的性教育講座

開催(約 10箇所) 

4.オンライン型 

- イベント開催(3回) 

- 動画配信(15本) 

- ホームページ開設 

オ ン ラ

イ ン お

よ び 豊

島 区 を

中 心 に

関東圏 

約 10

名 

日本全

国 

1&2: 約
1,000人 
 
 
3: 動 画 再
生回数：
約 2万回 

 

 


